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2 Dp－9 女子大生の栄養摂取と生活時間
一エネルギー摂取量と食品摂取一
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食　　物

［目的］私たちは、女子大生のエネルギー摂取量とエネルギー消費量とのつりあいを観察
してきた。今回は、エネルギー摂取量と食品摂取量との関係について、明らかにすること
を目､的とした。

［方法］　対象は、本学食物科学生391名である。時期は、1994年　５～６月に実施した。
項目は、連続３日間の食物摂取量調査およびそのうち１日の生活時間調査である。
　［結果］　対象者のエネルギー出納をみると、エネルギー摂取量がマイナスの者は7 9,5%
みられた。そこで今回は、エネルギー摂取量を中心に、食品摂取との関係を検討した。
1.平均栄養摂取量：　エネルギー摂取量は1703kcal、たんぱく質62. 9g、脂質5 7.Og、糖
質230. 3g、カルシウム485ing、鉄8. 6m8、ビタミンB , 0.99mg、B , 1.I8ngである。
2 .平均食品群別摂取量：摂取食品を15群に分けて、各群の摂取量をみた。穀類は223g、
菓子類39g、油脂類15g、豆類37≪、緑黄色野菜67g、甘味飲料類84g、魚類57g.肉類ng、

卵類43g、乳類167gである。3 .エネルギー摂取量別の食品摂取量：対象者のエネルギー
摂取量を少ないものから多いものに６つのグループ（I ～VI）分けをして、食品摂取の相

違をみた。グループI ~VIにしたがい摂取量が増加している食品は、穀類の192～272gで
あり、その他､｡菓子類2S～57g、油脂類12～22g、緑黄色野菜52～78g、その他の野菜98～
173g、甘味飲料類38～nog，肉類55～99g、乳類154～187gなどである。グループにより摂
取量に相違のみられない食品は、いも類、豆類、卵類などである。
　以上の結果から、穀類の摂取量は増加してるが、エネルギー摂取量に占める割合は僅か
であり、それに代わるものは菓子類、甘味飲料類であることがわかった。

５月20日（土）Ｅ 午後3 :30～5 :00

I Ep－ 1 女子短大生の四基本味に対する味覚感受性

島根女短大　○江角由希子　　神戸女大家政　小原郁夫

　目的　四基本味に対する味覚感受性は、一般には、部位により異なることが良く知られ

ており、甘味に対しては舌尖郡で、塩味は舌尖部から舌縁部で、酸味は舌縁部で、苦味は

舌根部で感受性が高いとするものが多い。しかし、最近になって、これらの定説に疑問を

投げかける幾つかの研究が報告されてきた。そこで、演者らはこの点を確認するために、

女子短大生の舌における四基本味に対する味覚感度の測定を実施した。

　方法　被験者は、女子短大生（19～20歳）の26名で、平成６年の春と秋に２回ずつ行っ

た。検査部位は、鼓索神経支配領域における３ヵ所で、舌尖中央部、および左右の舌縁部

とした。味覚検査は、濾紙ディスクによる味覚定性定量検査法（テーストディスク）を用

いて、甘味、塩味、酸味および苦味の四基本味について測定した。これらの味質溶液の濃

度は５段階あり、甘味は0. 3%,2.5%,10%､20%､80%で、塩味は0. 3%,1.25%,5%､10%､20%で、酸

味はO.O25IS､0. 2%,2%､4%.8%で、苦味は0. OOU, 0. 02%､0.U.O. 5%,4%である。各味質溶液の低

濃度の溶液から順に、湿らす程度に滴下した濾紙ディスクを検査部位にのせ、認知できた

溶液濃度に応じて味覚感度Ｉ～ｖで表し、５番目の濃度で認知不可能をVIで表した。この

味覚感度をそのまま数値化し、統計学的な有意差検定には七検定を用いた。

　結果　全体を平均して約90%が正客の閥値であり、味質別では塩味、甘味、苦味そして

酸味の順に正常闘値の被験者の割合が多かった。味覚感受性は、味質による差や季節によ

る差がみられ、これまで定説とされてきた部位差とはやや異なった。また、味の感受性は

個人差が大きく、繰り返し実験による学習効果が認められた。
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